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「ことばと論理」学習指導案

日 時 ： 平成２３年１０月２８日 ５校時

指 導 学 級 ： ３年１組（３４名）

指 導 者 ： 教諭 佐 藤 光

１ 題材名 「不思議な水の実験」

２ 題材の目標

（１）不思議な現象に触れ，科学に対する関心を高める。（関心・意欲・態度）

（２）化学反応が起こる理由と検証実験について考察し，科学的に探究する力を身に付ける。（論理的思考）

３ 指導に当たって

（１）題材について

メチレンブルー溶液の振とう実験を行う。酸化還元指示薬であるメチレンブルーは高校化学の酸化還元

反応においても，導入の実験としてよく用いられているものである。反応の様子が非常にわかりやすく，

生徒の興味を引きやすい。また，メチレンブルーの反応機構は複雑ではあるが，起こっている反応は「空

気中の酸素による酸化」と「溶液中のブドウ糖による還元」であり，科学的に探究する態度や力を身に付

けるために適した題材であると考える。

（２）生徒の実態

本クラスの生徒は，３４名（男子１７名，女子１７名）である。積極的な発言のできる生徒が多く，自

らの考えを臆することなく全体に発表することができる。また，理科的分野に非常に強い関心を持つ生徒

もおり，そのような生徒を中心に班での意見交換や実験などに熱心に取り組む姿が見られる。

（３）指導について

「溶液の色の変化はなぜ起こるのか」，「検証するためにはどのような実験をすればよいか」について考

察させる。グループでの意見交換をさせることで，科学に対する興味・関心を高め，科学的に探究する力

を身に付けさせたい。

４ 本時の指導

（１）題材名 「不思議な水の実験」

（２）ねらい

① 不思議な現象に触れ，科学に対する関心を高める。（関心・意欲・態度）

② 化学反応が起こる理由と検証実験について考察し，科学的根拠に基づいて，論理的に探究する力を

身に付ける。（論理的思考）

（３）指導に当たっての工夫

本授業では演示実験を行い，検証するための実験を自ら考えることで「様々な角度から論理的に考える

力」を育むことができると考えた。

また，グループで意見交換をする機会を設けることで，題材に対する自分の考えを深め，「自らの考え

を明確に伝える力」，「他者の考えを的確に読み取り聞き取る力」を育むことができると考えた。
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（４）指導過程

おもな学習活動
指導

形態
指導上の留意点・支援

評価基準

（観点・方法）

準備物な

ど

導

入

5

分

○ 『不思議な水』の入ったフラス

コを振り混ぜ，反応の様子を見

る。

○ 何人かの生徒にもフラスコを

振り混ぜさせ，反応が間違いな

く起こることを確認する。

一

斉

○ 全ての生徒がきち

んと注目している

か確認する。

○ 演示実験に関心を

持とうとしている。

（関心・意欲・態度）

メチレン

ブルー溶

液

展

開

30

分

○ 自分の考えをプリントにまと

める。（５分） 個

別

○ 論理的に説明でき

るような検証実験

を考えるよう指示

する。

○ 科学的根拠に基づ

いて，考察すること

ができる。（関心・

意欲・態度）

プリント

○ グループで話し合い，意見をま

とめる。（１０分） グ
ル
ー
プ

○ 机間巡視を行い，必

要に応じて支援を

する。

○ 科学的事象に関心

を持ち，積極的に話

し合いに参加して

いる。（関心・意欲・

態度）

○ 各グループで話し合った内容

を発表する。（各班１～２分程

度）

一

斉

終

結

10

分

○検証実験を行い，答えを導き出

す。

○本時のまとめをプリントに記入

する。

一

斉

個

別

○ 検証実験を行うこ

とによって，論理的

に１つの解答が得

られることに気づ

かせたい。

（５）評価の観点

観点 具体の評価基準（Ｂ） Ａと判断する学びの姿 Ｃの子どもへの手だて

① 関心・意欲・

態度

 科学的事象に対し

て関心を持とうと

する。

 科学的事象に強い関心を持ち，積

極的に話合いに参加し，自分の意

見を述べようとしている。

 机間巡視を行い話し合

いに参加するよう支

援を行う。

② 論理的思考  科学的根拠に基づ

いて考察し，結論を

導き出している。

 自分の考えを論理的にまとめ，そ

の後の話し合いで友人にわかり

やすく説明することができる。

 友人の意見を参考に

し，自分なりの考えを

まとめられるよう，支

援を行う。

（発問）検証するためにはどのような実験を行えばよいか。
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（６）板書計画

不思議な水の実験

Ｑ．不思議な水 『 液体Ｘ 』 を振ると，なぜこのような変化をするのだろうか？

推論 班の考え 検証方法（例）

① 液体Ｘの２層が混合することによって変化が起こる。 ○班，○班，○班 分液ろうとを用いて～

② 振ることで液体Ｘの温度が上昇して変化が起こる。 ○班，○班 ガスバーナーで熱して～

③ 振動によって液体Ｘの分子が壊れ，変化が起こる。 ○班，○班 空気を入れないように～

④ 液体Ｘが空気中の気体と反応して，変化が起こる。 ○班，○班 〃

（７）配布プリント（別紙資料）
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（別紙資料）

ことばと論理 『不思議な水の実験』

年 組 番 名前

不思議な水 『 液体Ｘ 』 を振ると，なぜこのような変化をするのだろうか？

以下に推論を挙げてみた。

① 目には見えづらいが，液体Ｘは上下２層に別れた液体であり，その２層が混合するこ

とによって変化が起こる。

② 振ることで液体Ｘの温度が上昇して変化が起こる。

③ 振動によって液体Ｘの分子が壊れ，変化が起こる。

④ 液体Ｘが空気中の気体と反応して，変化が起こる。

班ごとに①～④のどの推論が正しいのかを考察し，検証するための実験を考えてみよう。

《推論》

番号を記入しよう

自分の推論が正しいことを証明するために，どのような実験を行えばよいか。

実験方法 分かること
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《検証実験の結果》

実験内容 分かったこと

したがって， が正しいことが分かる。

おまけ《検証実験２》 Ｑ

実験内容 分かったこと

このことから，この反応には が必要であることがわかる。

《感想》


